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ハンカチを噛みしめ、「あああ…うう…」と号泣する人物。水
たまりや建物などさまざまなモチーフで表現された顔に、むき出
しの感情が込められています。現代を代表する洋画家として
活躍する絹谷は、「生かされている喜びを、悲しみをこえて描
いていきたい」と、エネルギーに満ち溢れた作品を色彩豊かに
描き続けています。

問  美術館（☎23–1636）

歴博かわら版

絹
き ぬ た に こ う じ

谷幸二 （1943年～）

1987年　フレスコ･ストラッポ
《涙するカトリーヌ》

国際博物館の日記念イベント
「缶バッチをつくろう」

5月の館内上映スケジュール

時　5月18日㈯　10時〜12時、13時〜15時
場　歴史博物館エントランス
内　5月18日の国際博物館デーを記念して、当日

来館した人に無料で缶バッチ作りができるイ
ベントを開催します。

時　▶ビデオ広報かりや「市の花カキツバタ」
　　　…5月6日㈪〜19日㈰　9時〜17時　　
　　▶刈谷偉人伝その6「徳川家康の生母・於大
　　　〜知恵と愛情で戦国の世を生き抜いた〜」
　　　…5月21日㈫〜31日㈮　9時〜17時
※5月7日㈫・13日㈪・20日㈪・27日㈪は休館
場　歴史博物館講座室
内　大型モニターを使用して、歴史に関する映像
　　作品の上映を行います。
※上映期間中は対象作品を繰り返し上映します。
※イベントなどで上映を中断することがあります。
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天
王
町
の
本
刈
谷
神
社
境
内
に
あ
る
本
刈
谷
貝

塚
は
、今
か
ら
約
３
千
年
前
の
縄
文
時
代
晩
期
の

貝
塚
で
、愛
知
県
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

貝
塚
か
ら
は
多
く
の
出
土
品
が
あ
り
、「
元
刈
谷

式
」と
名
付
け
ら
れ
た
縄
文
土
器
を
は
じ
め
、矢
じ

り
や
斧
な
ど
の
石
器
、動
物
の
骨
や
貝
で
作
ら
れ
た

道
具
や
装
飾
品
な
ど
、合
計
182
点
が
昭
和
49
年
に

県
指
定
有
形
文
化
財
に
な
り
ま
し
た（
写
真
右
）。

な
か
で
も
一
度
埋
葬
さ
れ
た
人
骨
を
掘
り
起
こ

し
、四
角
く
組
ん
で
埋
葬
し
直
し
た「
盤
状
集
骨

墓
」（
写
真
左
）は
、こ
の
時
代
の
三
河
湾
沿
岸
に
し

か
見
ら
れ
な
い
も
の
で
、学
術
的
に
大
変
貴
重
な
も

の
で
す
。

　刈谷警察署刈谷駅前交番が老朽化のため建て替えられ、今
年4月2日から運用を開始しました。4月27日には開所式が行わ
れ、新しくなった交番の開所を祝いました。
　1階にはコミュニティルームが設置され、警察官と地域住民
の交流や被害者対策に配慮されています。また2階には、女性
専用の休憩室やトイレが設置され、女性の職場環境の向上を
図っています。
　市民の安心・安全を見守り、地域に密着した拠点として期待
されます。
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蛇行しながら海へと注ぐ川とその恵みを受ける大地。よく
見るとビニールハウスや家々が点在しており、現代の田園
風景が広がっています。田渕は1970年から15年間、愛知
県立芸術大学で教えながら、東海地区をはじめ、奈良県や
中国などの風景や草花を描きました。その頃の作品である
本作は、実際にセスナ機で取材したもので、木曽川、長良
川、揖斐川の河口付近を繊細な線と透明感のある色彩で
描き出しています。

田
た

渕
ぶち

俊
とし

夫
お

 （1941-　）   

　 《濃尾三川》 
1979年　紙本着色

6月9日㈯からの

常設展でご紹介！

QR コードはデンソーウェーブの登録商標です。

本
刈
谷
貝
塚
出
土
品

～３１年３月、逢妻町に
　刈谷市歴史博物館が開館します～

美術館コレクション

問  美術館（☎23‒1636）

80 

かりやの風景
刈谷駅前交番がリニューアル（桜町）
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　昭和4年に建設された依佐美送信所は、当時としては世界最大級の無線送信施設であり、
日本の国際通信施設として重要な役割を果たしました。第2次世界大戦後の在日米国海軍に
よる接収、日本への返還を経て、平成18年に解体されました。
　依佐美送信所記念館は、送信装置などを保存し、産業遺産として後世に伝えていくため、
平成19年に建設されました。
　依佐美送信所の竣工90周年を記念し、その歴史を写真と展示物で振り返る展示会を、依佐
美送信所記念館2階にて5月19日(日)まで開催しています。この機会にぜひご来館ください。
問　歴史博物館（☎63-6100）
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美術館コレクション

問  美術館（☎23‒1636）

89

かりやの風景
依佐美送信所記念館（高須町）

豊
臣
秀
吉
が
加
藤
清
正
に
対
し
て
、
朝
鮮
へ
出

兵
す
る
よ
う
命
じ
た
も
の
で
す
。
文
禄
の
役
に
お
い

て
、
中
国
・
四
国
の
大
名
に
同
じ
内
容
の
も
の
が
出

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
清
正
宛
の
も
の
は
見
つ
か
って
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
清
正
は
朝
鮮
で
の
「
虎
退
治
」

伝
説
で
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
命
令
書
が

あ
っ
て
初
め
て
そ
の
伝
説
が
成
り
立
ち
ま
す
。
刈

谷
藩
の
家
臣
の
家
か
ら
偶
然
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、

４
月
２
日
か
ら
21
日
ま
で
、
歴
史
博
物
館
の
企
画

展
「
初
代
刈
谷
藩
主

　水
野
勝
成
展
」
で
見
ら
れ

ま
す
。

豊
臣
秀
吉
朱
印
状
（
加
藤
清
正
宛
）

髪を振り乱し、怒っているようにも苦しんでいるようにも見える
女。ギリギリまで単純化された形と強烈な色彩によるダイナミック
な人物表現です。この人物は画家自身なのでしょう。戦後の美
術界で女性画家として奮闘する姿を投影しているようです。芥
川は本作のような感情をあらわにする「女」シリーズのほか、日本
の神話や民話などを独特な染色技法で表現しました。

芥
あくた

川
がわ

 紗
さ

織
おり

 （1924-1966年）　　

 《女C》 　
1954年　染料・布

4/7㈰までの

常設展で紹介 !

送信局舎本館・送信室完成時の写真（昭和３年）

問  歴史博物館（☎63–6100）

　ミササガパークは、刈谷市と姉妹都市であるカナダのミサ
サガ市との友好を記念して平成13年に開設されました。整備
テーマは「森・草原・花」。現在は約1,200㎡の敷地にじゅう
たんのように敷き詰められた赤・白・ピンクの色鮮やかな2万
株以上のシバザクラが開花し、5月上旬まで楽しめます。
　5月中旬からはバラも見頃となります。お出かけに適したこ
の季節にぜひミササガパークへ足を運んでみませんか。

 198かりやの風景
ミササガパーク（半城土西町）

本刈谷貝塚出土の土偶（縄文時代晩期）

天王町の本刈谷貝塚から出土した土偶の顔です。
土偶は祭

さい
祀
し
に使われた土の人形で、子孫繁栄や豊穣

を祈る際に使われたと考えられています。本刈谷貝塚
からは昭和 44 年の発掘調査により複数の土偶が出土
していますが、顔が分かるのは本資料のみです。直
径 5ｃｍほどの平らな顔面に、目、鼻、口、眉、耳のほ
か頭髪や入れ墨と思われる線が表現され、当時の人々
が思いを込めて丁寧に作った様子がうかがえます。
他の遺跡から出土した土偶と併せて歴史博物館 2
階の歴史ひろばでご覧いただけます。

234


